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マウス ラット モ /レツト ウサギ イ ヌ ネ コ ヌー ドマウス ノヽ ムスタ- ス ナネズ ミ サ ル
57年度 3,562 33,393 ll,488 5,935 3,102 0 0 312 9,185 1,874
58年度 52,371 221,512 27,981 13,623 6,233 0 0 772
59年度 175,221 247,970 45,153 14,187 7,936 1,136 696 3,080
60年度 339,676 188,622 45,398 16,118 5,692 1,754 694 19,024
61年度 410,579 165,040 33,506 14,602 8,636 1,687 9,057 7,050
62年度 483,467 213,462 26,751 22,290 14,172 3,344 17,359 33,895
63年度 761,218 276,771 13,650 27,692 15,347 2,410 ll,553 1,587
元 7071 34658 14 79 2 701 16623 2,299 2,645 11
2年度 650,926 255,754 10,920 25,415 15,797 3,188 5,338 24,816 2,555
(昭和57年度は8月より その他,マウスコロニーは1日平均約1,500匹飼育)
年度別の飼育動物種と年間延べ飼育数は表 1のと
おりである｡
検疫体制はほとんど整っていない｡小動物につ
いては SPFのみであるので行っていない｡他機
関などからの分与動物については出血熱の抗体検
査のみを行っている｡ 問題となるのは,ウサギ以
上の動物で,特に当施設では搬入されるイヌ,ネ
コはすべて捕獲されたものである｡ しかし,これ
らの動物の検疫期間も一定しておらず,検査等も
ほとんど行っていない｡したがって,基礎的なデ
ータがないので早く検疫の体制を整えなければな
らないと思っている｡
2)設備の管理
機械室は各期の建物にすべてあり,月1回の点
檎,整備を施設課が担当して行っている｡ 空調の
運転,飼育室の温 ･湿度,その他警報類のチェッ
クは管理室の中央監視盤で一括管理しているが,
運転中の空調機が停止するような重大なトラブル
は発生していない｡これまで起きたトラブルとし
ては,屋外の糞尿処理室で汚水槽に汚泥が溜まり
固液分離機のフロー トスイッチが作動せず満水の
警報が出たり,固液分離機が詰まり負荷がかかり
過ぎてブレーカーが落ち,水中ポンプだけが作動
し汚水が部屋に流れ出したりした｡また自動飼育
機の-ケやブラシが落ちたりチェーンが切れたり
した｡これらは,機器の設置当初に起こったもの
で,現在は職員も慣れてこのてのトラブルは減少
している｡ ただ,これからは建物自体の トラブル
の方がだんだんに増えてくると思われる｡ 現在施
設には当直制がないため,警報発生時に即対応で
きるシステムを組んでいない｡これからは, トラ
ブル発生時の対応マニュアルなどを作らねばなら
ないだろう｡
3)そ の 他
利用者の出入りには磁気カー ドを用いている｡
カー ド読みとり機は施設玄関,SPF動物区域,感
染動物区域にそれぞれ設け,玄関は健代わりとし
てまた他の2区域は不必要を者が入室しないため
に使用しているo出入りをカー ドにしてから夜間
や休日の利用率が増加した｡
施設内の実験室,実験機器の管理 ･保守につい
ては,実験室の清掃,ゴミ処理等は定期的に行っ
ているが,あとはその都度行っているのが現状で
ある｡ 動物実験施設が共同の利用施設である以上
サービス業的な性格をおびるのは当然で,そのた
めにも実験動物飼育管理以外のサービスを行いた
いと考えているが,動物の飼育,事務等に手間を
とられてそれが果たせていない｡現在利用者の要
望に答えれるのは,血清の生化学値分析 ぐらいで
ある｡
以上のように,当施設は未整備の部分が多く課
題は山積している｡他大学の動物施設を見学した
り,職員の勉強会を闘いたりしで情報収集に励ん
でいるところである｡ 今後も会員の皆様の御指導
をお願いいたします｡
